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東戸塚西口
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参加には、事前予約が必要（７名未満の場合は中止）

東戸塚駅西口から
無料病院バス５分

徒歩では駅から1５分

ふれあい東戸塚ホスピタル
２階 会議室

マスク着用・手指消毒など、感染対策にご協力ください

会
場

西口拡大図

病院バス乗り場

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045ｰ827ｰ2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ・ご予約

　冬は、ウイルスの感染による「感染性胃
腸炎」の流行シーズンです。感染性胃腸炎
が冬に流行する背景や原因、効果的な対
策についてわかりやすく説明します。講師
は、当院の管理栄養士です。ぜひご参加く
ださい。

冬に注意が必要な食中毒
事前予約の上、会場にて聴講参加方法

２月26日（木）13:00～14:00日 時

管理栄養士小西 香奈
ふれあい東戸塚ホスピタル講 

師

医学講座完全予約・無料２０名

屏風ヶ浦地域ケアプラザ屏風ヶ浦地域ケアプラザ横浜市横浜市
横浜市磯子区森４‒１‒１７（京急「屏風浦駅」から徒歩５分）横浜市磯子区森４‒１‒１７（京急「屏風浦駅」から徒歩５分）

2/2/ 13：30～14：3013：30～14：30水曜日水曜日2525

康心会汐見台病院  地域連携室康心会汐見台病院  地域連携室 045-761-3515〈お問合せ〉

磯
子
駅

屏風浦駅

環状２号
16

汐見台小

康心会汐見台病院

久良岐公園

ロイヤル
ホスト

クリエイト

会場
ココ

申込みはこちら

お子さま連れの参加OK！

お子さま連れの参加OK！

参加無料

事前
申込制
参加無料

事前
申込制

講 師講 師

日 時日 時

会 場会 場

石井 恭子石井 恭子
加藤 愛純加藤 愛純

助産師助産師

助産師助産師（康心会汐見台病院）（康心会汐見台病院）

妊娠を考えるすべての女性の方へ

助産師が教える

「温かい身体づくり」講座
助産師が教える

「温かい身体づくり」講座

冷えやストレスは、体のすみずみまでエネルギーが行き届かない要因になり、
めぐりの悪さを招いてしまいます。薬膳などを本格的に学んで認定資格を取得した
助産師が講師となり、食養生や寒い季節の過ごし方についてお伝えします。
妊娠中の方、もしくは妊娠を考えている方のご参加もお待ちしております。

冷えやストレスは、体のすみずみまでエネルギーが行き届かない要因になり、
めぐりの悪さを招いてしまいます。薬膳などを本格的に学んで認定資格を取得した
助産師が講師となり、食養生や寒い季節の過ごし方についてお伝えします。
妊娠中の方、もしくは妊娠を考えている方のご参加もお待ちしております。

冷えを克服する秘訣を紹介冷えを克服する秘訣を紹介温   活温   活

詳細または
ご応募は
こちらから
　　▶▶▶

一般病棟

産婦人科病棟

回復期リハビリ
テーション病棟

障害者病棟康心会汐見台病院

磯子区汐見台1-６-５
ケアミックス型の総合病院

（担当／総務課 赤岡）お問合せ 045 -761-3581

看護師を大募集！常勤

経験に応じて優遇
月給250,200円～

自分らしく働こ
う

就業スタイル
選べる！

常勤 非常勤
正社員 パート

常勤

非常勤

実質

活用

０円

０時間フル
年３回

残 

業

ス
キ
マ
時
間

医
療
費

ボ
ー
ナ
ス

駅近
２駅どちら

も

徒歩３分！

関内駅
伊勢佐木長者町駅

楽 々

夜勤 な
し

通所リハ担当だから

食事の配膳

車椅子介助

レクの企画

充足後、即終了
急募！

介護士介護士
ふれあい横浜ホスピタル    045-681-5101ふれあい横浜ホスピタル    045-681-5101 ▲給与・エントリー▲給与・エントリー

介護職員
初任者研修
修了者

花粉アレルギーがある人

「口がチクチク」も影響
交差反応の可能性

花粉による症状の改善

苦しむ前の受診が大切
取材協力／ふれあい東戸塚ホスピタル

す
ぐ
に
治
療
を
始
め
る
と
い
う
も

の
で
す
。
す
で
に
症
状
が
出
て
い

る
状
態
だ
っ
た
と
し
て
も
、
な
る

べ
く
早
く
受
診
し
て
、
医
師
と
相

談
し
な
が
ら
ご
自
身
に
適
し
た
治

療
法
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

具
体
的
な
治
療
内
容
と
最
適
な

方
法
は
、
患
者
さ
ま
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
当
院
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

水
様
性
鼻
汁
と
い
わ
れ
る
サ
ラ
サ

ラ
の
透
明
な
鼻
水
が
出
続
け
た

り
、
く
し
ゃ
み
が
連
続
し
た
り
し

ま
す
。
こ
れ
ら
が
止
ま
ら
な
い
だ

け
で
な
く
、
強
い
鼻
詰
ま
り
も
起

こ
り
ま
す
。
花
粉
の
飛
散
中
、
長

き
に
わ
た
っ
て
続
き
、
と
て
も
苦

し
い
思
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
日
常
生
活
が
ま
ま
な
ら
な
い

方
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
前

に
、
花
粉
症
の
受
診
は
早
め
が
よ

く
、
ご
自
身
の
様
子
に
加
え
て
こ

れ
ま
で
の
経
過
や
困
っ
て
い
る
症

状
な
ど
を
、
し
っ
か
り
と
医
師
に

伝
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
」

で
き
れ
ば
飛
散
前
に

　
「
毎
シ
ー
ズ
ン
に
激
し
い
症
状

が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
初
期
療
法

が
有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
花
粉

の
飛
散
初
期
や
症
状
が
現
れ
た
ら

　

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

で
は
、
総
合
診
療
科
（
担
当
・
織

本
健
司
院
長
、
本
間
和
夫
副
院

長
ら
）、
ま
た
は
皮
膚
科
で
、
花

粉
症
の
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

担
当
医
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
花
粉
症
は
重
度
に
な
る
と
、

自
身
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
知
る

　

花
粉
症
対
策
に
は
、
花
粉
が
飛

散
す
る
前
、
あ
る
い
は
症
状
が
軽

い
う
ち
に
、
医
療
機
関
で
薬
を
処

方
し
て
も
ら
う
こ
と
が
有
効
で

す
。
自
分
が
ど
の
よ
う
な
ア
レ
ル

ギ
ー
を
も
ち
、
何
に
反
応
す
る
の

か
を
正
確
に
知
る
こ
と
で
、
適
切

な
治
療
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
ま

ず
は
、
自
身
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
正

確
に
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ギ
花
粉
と
生
ト
マ
ト

　
「
花
粉‒

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
症

候
群
」
と
は
、
花
粉
症
を
も
つ
人

が
、
新
鮮
な
果
物
や
生
野
菜
を
食

べ
た
時
に
合
併
し
て
起
こ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
の
こ
と
で
、
口
か
ら

喉
に
か
け
て
の
違
和
感
（
チ
ク
チ

ク
、
イ
ガ
イ
ガ
な
ど
）
や
、
耳
の

奥
の
か
ゆ
み
な
ど
を
生
じ
ま
す
。

　

ス
ギ
の
花
粉
症
を
抱
え
る
人
で

は
、
生
の
ト
マ
ト
を
食
し
た
際
に

そ
の
症
状
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
、
加
熱
調
理
し
た
場
合
は
普
通

に
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
カ
モ
ガ
ヤ
な
ど
の
イ
ネ

科
の
花
粉
症
の
場
合
は
メ
ロ
ン
や

ス
イ
カ
、
秋
に
発
症
す
る
ブ
タ
ク

サ
の
花
粉
症
で
も
メ
ロ
ン
や
ス
イ

カ
、
ま
た
は
バ
ナ
ナ
な
ど
で
出
る

人
が
い
る
よ
う
で
す
。

　

関
東
甲
信
エ
リ
ア
の
今
年
の
春

の
花
粉
飛
散
量
は
、
例
年
の
１
．

４
倍
、
昨
シ
ー
ズ
ン
比
で
は
１
．

７
倍
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す（「
日

本
気
象
協
会
」
サ
イ
ト
よ
り
）。

　

花
粉
症
を
抱
え
る
人
は
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
を
合
併
す
る
こ
と
が

交差反応

スギ花粉

生トマト

ふれあい東戸塚ホスピタル
総合診療科

織本 健司 院長

ふれあい東戸塚ホスピタル
総合診療科

本間 和夫 副院長

リ
ス
ク
を
知
る
こ
と
は
大
事

自
分
に
合
っ
た
分
娩
方
法
を
正
し
く
選
ぶ
た
め
に

無
痛
・
和
痛
・
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
の
違
い
を
紹
介

　
　
康
心
会
汐
見
台
病
院
の
分
娩

   

「
安
心・安
全・あ
た
た
か
さ
」を
チ
ー
ム
で
提
供

医
師
と
助
産
師
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

で
あ
っ
て
も
安
心
で
き
る
よ
う

に
、
充
実
の
入
院
期
間
を
提
供
す

る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
」

無
料
の
産
後
ケ
ア
も
好
評

　
「
当
院
で
は
産
後
ケ
ア
に
も
力

を
入
れ
、
理
学
療
法
士
や
助
産
師

が
無
料
講
座
を
開
い
て
い
ま
す
。

先
日
も
、
赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
参
加

で
き
る
会
場
に
て
、
産
後
の
マ
マ

さ
ん
の
骨
盤
を
リ
カ
バ
リ
ー
す
る

た
め
の
実
践
講
座
＝
写
真
上
＝
を

開
催
し
、
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
『
汐
見

台
病
院
で
産
ん
で
よ
か
っ
た
』
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
」。

同
院
☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

や
ア
ド
バ
ン
ス
助
産
師
な
ど
が
そ

ろ
い
、
特
に
妊
婦
さ
ん
に
身
近
な

存
在
で
あ
る
助
産
師
は
、
外
来
で

も
入
院
病
棟
で
も
常
に
寄
り
添
い

な
が
ら
、
妊
娠
中
の
不
安
な
ど
に

丁
寧
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

分
娩
は
、
母
体
と
赤
ち
ゃ

ん
の
安
全
を
最
優
先
に
考

え
、
迅
速
か
つ
確
か
な
医
療

体
制
で
迎
え
ま
す
。
出
産
後

に
は
、
母
乳
に
よ
る
育
児
支

援
や
赤
ち
ゃ
ん
の
成
育
指
導

を
ゆ
っ
く
り
と
進
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
初
め
て
の
お
産

　
（
同
院
ス
タ
ッ
フ
）「
当
院
で
は
、

妊
娠
・
出
産
・
産
後
と
い
う
大
事

な
期
間
を
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の

ご
希
望
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
医

療
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
は
医
師

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
「
産
婦
人
科
」
で
は
、
妊

娠
か
ら
出
産
、
産
後
ま
で
一
貫
し
て
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

び
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

和
痛
分
娩
は
、
痛
み
を
軽
減
し

な
が
ら
、
自
然
な
陣
痛
の
流
れ
を

残
す
こ
と
が
特
徴
で
す
。
体
位
変

換
も
可
能
な
の
で
、
自
然
な
お
産

と
痛
み
の
軽
減
の
双
方
を
求
め
る

人
に
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
力
を
活
か
す
分
娩

　

こ
の
ほ
か
、
自
由
な
姿
勢
で
出

産
で
き
る
「
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
分

娩
」
も
あ
り
ま
す
。
仰
向
け
に
拘

ら
ず
、
四
つ
ん
ば
い
や
側
臥
位
な

ど
、
そ
の
人
が
最
も
楽
に
思
え
る

姿
勢
で
出
産
に
臨
め
る
方
法
で
す
。

重
力
を
活
か
す
こ
と
で
分
娩
が
進

み
や
す
い
姿
勢
も
あ
り
ま
す
。

　

特
徴
と
リ
ス
ク
を
理
解
し
、
自

分
に
合
っ
た
分
娩
方
法
と
適
切
な

病
院
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

影
響
で
い
き
み
に
く
く
な
る
こ
と

も
あ
り
、
吸
引
分
娩
な
ど
の
医
療

介
入
が
増
え
る
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
麻
酔
管
理
は
専
門

技
術
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
麻
酔

を
使
っ
た
分
娩
を
考
え
る
際
に

は
、
安
全
体
制
の
整
っ
た
施
設
選

　

医
療
機
関
で
は
、「
無
痛
分
娩
」

や
「
和
痛
分
娩
」
を
扱
う
と
こ
ろ

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

無
痛
分
娩
に
は
、
硬
膜
外
麻
酔

に
よ
っ
て
陣
痛
の
痛
み
を
抑
え
、

恐
怖
心
や
緊
張
を
和
ら
げ
る
ね
ら

い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
麻
酔
の

　

出
産
の
痛
み
や
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
現
代

で
は
、
自
分
に
合
っ
た
分
娩
方
法
を
選
択
す
る
女
性

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

吸引分娩 硬膜外麻酔

この内容は一般的な情報です。病院によって差異や表現
の違いがあるので、具体的な内容は各病院で必ず確認を。

分娩和 痛 分娩無 痛

方法

痛み

食事
・
行動

陣痛

吸引分娩

出血量

筋肉注射

耐えられる
程度に緩和

軽減または
完全に遮断

硬膜外麻酔

制限あり

緩和あり

リスクあり

増加リスクあり

影響なし

影響なし

影響なし

制限少ない

取材協力

骨盤リカバリーの実践中の様子骨盤リカバリーの実践中の様子
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シニアホテル横浜 ☎０45-681-2951
横浜市中区万代町２－３－３介護付有料老人ホーム

JR

日ノ出川
公園

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

関
内
駅

首
都
高
速

万代町
１丁目

万代町
２丁目

当ホーム
ここ駅徒歩

３分

階下の連携病院「ふれあい横浜ホスピタル」
をはじめとする医療機関から、２4時間３６５日
にわたるサポート体制があります。定期受診や
ワクチン接種にも利便性が高いホームです。

介護が必要になっても、住み替えることなく
入居当初のお部屋で手厚いサービスが受け
られます。ショッピング街や公園が近く、お元
気な方もお楽しみいただけるエリアです。

階下の病院から、現役の理学療法士が来館し、
無料でリハビリテーションを提供。ホームには、
介護スタッフや看護師が常駐しています。

医療が
いつもそばに

介護と過ごしやすさ
がセット

専門的な
リハビリテーション

介護付有料老人ホーム

JR「関内駅」南口または
地下鉄「伊勢佐木長者町駅」
から徒歩３分

ア
ク
セ
ス

ラグジュアリーさと
医療の安心感がある充実空間

シニアホテル横浜

見学のご希望やご相談、お問合せは
「シニアホテル横浜」へお電話を。

個別相談
受付中！

ホテルを改装
上層階が老人ホーム
眺望の良さを満喫！

研究費担当者を募集（所属・総務課）
「人のために生きる」未来の医療人を育成する大学でのお仕事です。

詳
細・ご
応
募
は
こ
ち
ら
▶

■ 学生の成長を肌で感じることができる職場
■ 研究に関する業務にご興味のある方は、ぜひご応募を！
■ 駅から徒歩圏内。シャトルバスの利用も可能。

大 学
事務職員

湘南医療大学
学校法人

湘南ふれあい学園 横浜市戸塚区上品濃16-48
〈最寄り /東戸塚駅〉

普通自動車免許
所有者は尚可

研究費業務経験者は優遇急募
綾瀬厚生病院ご応募・詳細看護師免許が不要のお仕事です ⬇

パートタイム
時 給

1300円～
医療費補助
 保育所
あり

ユニフォーム
貸与

無 料

車通勤OK
 駐車場

看護の現場を支え、患者さまを支える

看護助手

㈱フォーライフ企画0467-84-0167
時給UP
しました 詳しくはお電話で

訪問美容
病院や介護施設の方に、理美容サービスを提供するお仕事です。

横浜市内または湘南地域へ直行・直帰（10：00－17：00）

シ

ャ
ンプー カット

カ
ラ

ー パー
マ

2,100円
急募急募

同院

詳細は、お電話などでお問合せください。
QRコードから待遇等をご確認の上、
ご応募ください。

045-681-5101（代） h-kimura@fureai-g.or.jp

MSW
医療相談員 ふれあい横浜ホスピタル

■ ２駅（JR・地下鉄）から徒歩３分、通勤便利♪
■ 社会福祉士の資格をお持ちの方
■ 常勤または非常勤を募集

書類 面接選考

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！
046-233-5110

看護師または准看護師

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 
さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

　

○
…
こ
の
春
で
着
任
か
ら
１

年
を
迎
え
ま
す
。「
当
院
は
清
潔

感
が
あ
り
、
廊
下
な
ど
の
各
所

に
十
分
な
広
さ
を
確
保
し
て
い

る
の
で
、
リ
ハ
ビ
リ
や
透
析
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ま
を
多

様
な
シ
ー
ン
で
フ
ォ
ロ
ー
し
や
す

い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
」。

医
師
と
し
て
38
年
間
の
キ
ャ
リ
ア

の
ほ
と
ん
ど
を
、
人
工
透
析
医

療
に
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

　

○
…
人
工
透
析
を
続
け
る

た
め
に
は
、
透
析
用
に
造
設
し

た
血
管
（
シ
ャ
ン
ト
）
を
正
常

な
状
態
で
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

狭
窄
や
閉
塞
な
ど
の
「
シ
ャ
ン

ト
ト
ラ
ブ
ル
」
を
起
こ
す
こ
と

が
あ
り
、
こ
れ
は
透
析
の
重
要

な
医
療
分
野
の
一
つ
と
さ
れ
ま
す
。

谷
口
医
師
が
着
任
し
て
以
来
、

院
内
で
シ
ャ
ン
ト
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
に
、「
Ｖバ

イ

ブ

ト

Ａ
Ｉ
Ｖ
Ｔ

（Vascular Access Intervention Therapy
）」

を
２
階
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
カ

テ
ー
テ
ル
を
使
っ
て
シ
ャ
ン
ト
内

の
つ
ま
り
を
改
善
し
、
血
液
の
通

り
を
良
く
す
る
専
門
治
療
で
す
。

　

○
…
泌
尿
器
の
専
門
医
資
格

（
日
本
泌
尿
器
科
学
会
）
も
持

ち
、
透
析
患
者
に
発
症
し
が
ち

な
病
気
の
早
期
発
見
に
努
め
て

い
ま
す
。「
人
工
透
析
を
受
け

て
い
る
方
は
、
腎
臓
が
ん
な
ど

の
リ
ス
ク
を
有
し
て
い
る
状
態

で
す
。
定
期
的
に
実
施
し
て
い

る
検
査
で
は
、
患
者
さ
ま
の
全

身
の
確
認
だ
け
で
な
く
、
腎
臓

が
ん
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
な

り
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
や
超
音
波
で
の

検
査
も
用
い
て
、
早
期
か
ら
適

切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
」
と
、
終
始
穏

や
か
に
語
り
ま
し
た
。

この「人」に聞く

   

効
果
あ
る
透
析
の
た
め
に

　   

シ
ャ
ン
ト
血
管
修
復
も
迅
速
対
応

谷口 哲也 医師
 （たにぐち てつや）　　　　

ふれあい東戸塚ホスピタル
【人工透析治療担当】

医学博士
日本透析医学会 専門医・指導医

　　　　　　　　　　　       　　ほか

人
工
透
析
治
療

長
く
持
続
さ
せ
る
血
管
管
理

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

　

戸
塚
区
上
品
濃
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス

ピ
タ
ル
」
で
は
、
人
工
透
析
治
療
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
病
院
ス
タ
ッ
フ
）「
当
院
で

は
、
人
工
透
析
が
必
要
な
患
者
さ

ま
に
定
期
的
な
血
液
透
析
治
療
を

を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
エ

コ
ー
検
査
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
狭
窄
や
閉
塞
が
認
め
ら
れ
た

際
に
は
、
経
皮
的
血
管
拡
張
術
・

Ｖバ

イ

ブ

ト

Ａ
Ｉ
Ｖ
Ｔ
を
実
施
し
、
改
善
を

図
り
ま
す
（
担
当
・
谷
口
哲
也
医

師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で

紹
介
）。

　

透
析
施
設
を
お
探
し
の
方
や
、

透
析
治
療
も
並
行
し
て
行
な
う
こ

と
が
で
き
る
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
へ
の
転
院
を
検

討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
当
院

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７
㈹

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

提
供
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
長

期
の
透
析
に
よ
る
合
併
症
対
策
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
行
な

わ
な
い
と
、
長
期
的
な
予
後
を
低

下
さ
せ
る
要
因
と
な
り
う
る
か
ら

で
す
。

　

代
表
的
な
合
併
症
と
し
て
は
、

『
高
血
圧
・
低
血
圧
』『
虚
血
性
心

疾
患
』『
脳
血
管
障
害
』『
透
析
ア

ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
』『
シ
ャ
ン
ト

ト
ラ
ブ
ル
』
が
あ
り
ま
す
」

シ
ャ
ン
ト
と
は

　
（
続
く
）「
透
析
で
必
要
に
な
る

『
シ
ャ
ン
ト
』
と
は
、
人
工
透
析

の
た
め
に
必
要
量
の
血
液
を
取
り

出
せ
る
よ
う
に
つ
く
ら
れ
た
、
動

脈
と
静
脈
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
透

析
用
の
血
管
で
す
。

　

シ
ャ
ン
ト
に
は
、
毎
分
２
０
０

㎖
以
上
の
血
液
を
安
定
し
て
取
り

出
す
た
め
に
、
通
常
の
採
血
で
使

用
さ
れ
る
針
よ
り
も
太
い
も
の
が

使
わ
れ
ま
す
。
週
３
日
の
ペ
ー
ス

で
行
な
う
透
析
の
た
び
に
、
血
管

の
損
傷
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
血
管
へ
の
ス
ト
レ
ス
は
、

血
管
内
狭
窄
や
閉
塞
の
原
因
に
な

り
ま
す
。
シ
ャ
ン
ト
の
狭
窄
や
閉

塞
が
起
こ
る
と
、
十
分
な
血
液
が

取
り
出
せ
な
く
な
り
、
効
果
的
な

治
療
が
期
待
で
き
な
い
事
態
に

な
っ
て
い
き
ま
す
」

誇
張
や
音
の
変
化

　
（
続
く
）「
当
院
で
は
、
シ
ャ
ン

ト
が
正
常
に
維
持
で
き
て
い
る
か

に
つ
い
て
、
シ
ャ
ン
ト
設
置
肢
の

誇
張
や
シ
ャ
ン
ト
音
の
変
化
な
ど

→→

→ →

シャント

血液透析で充分な血液量を確保
できるように、動脈と静脈を直接
つなぎ合わせた透析用の血管

ふれあい東戸塚ホスピタルの透析室

取材協力
2



植 栽植 栽
スタッフ募集スタッフ募集

年齢制限なし 時給1225円 パート（非常勤） 必要な資格なし

シニア応援！

ふれあいファーム
医療機関の敷地庭園や草花のお手入れ

☎ 0467-88-1263
 recruit@fureai-g.or.jp

経験者
優遇

詳しくは

まで！ 勤務地：戸塚区上品濃お電話でご応募ください。
（メールでもOK）

常勤スタッフ 数名

非常勤スタッフ 数名

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級）

資格不問

横浜市鶴見区東寺尾4-4-22
ふれあい鶴見ホスピタル医療法人社団

康心会

給与などの詳細、ご応募はこちら▼

tsurumi@fureai-g.or.jp
045-586-1717看護補助 お仕事の

いつの時代も求められる
安定の職種に就きませんか？

◆60歳まで（定年制のため） ◆社保完備、医療補助あり ◆経験者、管理栄養士 優遇
調理師または栄養士調理師または栄養士正社員

ワークライフバランスが良好！医療・介護施設でのお仕事です。

電
話
応
募

面 

接

採
用
手
続
き

現
場
へ
！

東戸塚エリア
または
横浜市内の
医療・介護系施設080（9455）2394

担当/タケシロ

（株）メディカルフーズ
会社所在地：茅ヶ崎市西久保500

書類選考なしで即、面接！

急募

薬剤師
康心会汐見台病院

募 集
駅から座って直通バス通勤
医療費の補助制度が充実

保育園あり
ボーナス年３回（前年度実績） ☎045-761-3581

詳細・応募はこちら詳細・応募はこちら124124日
(夏季休暇 最大 3日含む )

年間休日

と
面
接
に
よ
る
選
考
が
行
な
わ
れ

ま
す
。学

校
見
学
は
随
時
受
付
中

　

同
校
の
担
当
職
員
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
看
護
師
を
目
指
し
て
い
る
方

は
、
本
校
へ
の
出
願
を
ご
検
討
く

　

静
岡
県
伊
豆
半
島
に
あ
る
湘
南

医
療
大
学
附
属
下
田
看
護
専
門
学

校
で
は
、
看
護
師
を
目
指
す
人
が

受
験
し
や
す
い
よ
う
に
、
複
数
回

に
わ
た
っ
て
入
学
試
験
日
を
設
け

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
最
終
試
験

日
は
、
２
月
14
日
㈯
に
実
施
さ
れ

ま
す
。
筆
記
試
験
（
計
算
、漢
字
）

今
年
度
最
後
の
入
試
は

　

２
月   14
日
に
実
施

湘
南
医
療
大
学
附
属 

下
田
看
護
専
門
学
校

出願

選考

1／22（木）
  ～2／10（火）

試験日 ２／14（土）

２／25（水）

筆記試験（計算・漢字）
面接

必着 

選考

合否

第５回 一般入試 
今年度ラスト
入試！

湘南医療大学附属

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
https://www.shimodakango.ac.jp

お
問
合
せ

Shizuoka

135
下田港 寮寮

学校学校

伊豆急行線
伊豆急下田駅

MAP

湘南医療大学附属

下田看護専門学校

だ
さ
い
。
本
校
で
は
、『
看
護
師

に
な
り
た
い
』
と
い
う
気
持
ち
を

最
も
大
切
に
考
え
て
い
く
学
校
で

す
。
今
回
の
受
験
者
で
は
な
く
て

も
、
看
護
師
の
夢
を
抱
い
て
い
る

方
は
、
学
生
・
社
会
人
問
わ
ず
ぜ

ひ
一
度
、
本
校
に
見
学
に
お
出
で

く
だ
さ
い
。
看
護
師
に
な
る
た
め

に
、
頑
張
っ
て
い
る
未
来
の
看
護

師
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
看
護
学

校
の
生
活
や
、
ど
の
よ
う
な
勉
強

を
し
て
い
る
の
か
な
ど
も
、
体
感

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
入
試
日
程
、
ま
た
は

学
校
見
学
、
学
校
説
明
会
の
詳
細

は
、
本
校
公
式
サ
イ
ト
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
医
療
大
学
附
属 
下
田
看

護
専
門
学
校

☎
０
５
５
８・２
５・２
２
１
１

静
岡
県
下
田
市
柿
崎
２
８
９

最
寄
り
駅
・
伊
豆
急
下
田
駅

あ
り
＝
左
写
真
＝
、
か
け
っ
こ
、

ボ
ー
ル
遊
び
、
虫
探
し
な
ど
、
思

い
思
い
に
体
を
使
っ
て
遊
ん
で
い

ま
す
。
室
内
で
は
、
制
作
遊
び
や

ま
ま
ご
と
な
ど
を
通
し
て
、
ル
ー

ル
を
守
る
大
切
さ
を
身
に
付
け
て

い
ま
す
。

　

友
だ
ち
と
協
力
し
た
り
好
き
な

遊
び
を
見
つ
け
る
こ
と
は
、
子
ど

も
の
体
力
や
自
主
性
、
社
会
性
を

育
む
上
で
重
要
な
行
為
で
す
。
３

歳
か
ら
５
歳
児
の
異
年
齢

交
流
で
も
、
成
長
が
見
ら

れ
ま
す
」

夕
方
18
時
半
ま
で
対
応

　
「
み
ど
り
ス
ク
ー
ル
は
、

横
浜
市
の
預
か
り
保
育
の

認
定
を
満
た
し
た
ご
家
庭

が
利
用
で
き
る
【
一
カ
月

単
位
の
定
期
預
か
り
】と
、

そ
の
都
度
の
利
用
と
な
る

【
一
時
預
か
り
】
の
２
種
類
が
あ

り
ま
す
。
預
か
り
保
育
は
、
通
常

の
保
育
活
動
の
時
間
（
９
時
～
14

時
）
以
外
は
、
朝
７
時
30
分
か
ら

夕
方
18
時
30
分
ま
で
で
す
。
働
く

保
護
者
や
子
育
て
中
の
ご
家
庭
を

支
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
多

く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
期
の
休
暇
期
間
に
も
利
用
で

き
、
夏
は
プ
ー
ル
の
水
し
ぶ
き
に

笑
う
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
子
さ

ま
や
ご
家
族
が
安
心
で
き
る
、
笑

顔
で
過
ご
せ
る
保
育
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
」。

■
認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

☎
０
４
５・８
８
１・２
３
０
１

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
２
の
26
の
14

子
育
て
支
援
の
預
か
り
保
育

　

  「
み
ど
り
ス
ク
ー
ル
」

認
定
こ
ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園

　

横
浜
市
戸
塚
区
に
あ
る
認
定
こ

ど
も
園
み
ど
り
幼
稚
園
で
は
、
預

か
り
保
育
「
み
ど
り
ス
ク
ー
ル
」

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
同
園
ス

タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
当
園
で
は
、
園
児
が
安
心
し

て
楽
し
く
過
ご
せ
る
時
間
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

　

広
い
園
庭
で
は
、
泥
ん
こ
遊
び

が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
す
べ
り

台
、
鉄
棒
な
ど
の
多
種
の
遊
具
が

預
か
り
保
育
で
の
室
内
遊
び
の
様
子

白
内
障
手
術

70
代
ま
で
に
決
断
を
勧
め
る
理
由

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

似
て
い
る
よ
う
で
原
因
は
異
な
る

白
内
障
と
緑
内
障
の
違
い

高
齢
者
に
多
い
眼
科
疾
患

く
あ
り
ま
せ
ん
。※
感
想
は
個
人
の
も
の
で
す。

　

当
院
で
は
、
横
浜
市
立
大
学
の

眼
科
学
教
室
と
連
携
し
た
診
療
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
幅
広

い
症
例
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

緑
内
障
の
専
門
検
査
も

　

同
院
で
は
、
緑
内
障
の
診
断
と

治
療
に
必
要
な「
静
的
視
野
検
査
」

や
、広
い
範
囲
を
検
査
で
き
る「
動

的
視
野
検
査
」
な
ど
の
実
施
も
可

能
で
、
キ
ャ
リ
ア
あ
る
視
能
訓
練

士
が
検
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

眼
科
ス
タ
ッ
フ
は
、「
小
児
の

斜
視
や
弱
視
な
ど
の
診
療
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
成
人
だ

け
で
な
く
、
お
子
さ
ま
の
目
の
状

態
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
眼
科
疾
患
の
早
期
発

見
の
た
め
に
は
、
目
の
定
期
検
査

は
有
効
で
す
の
で
、
病
気
の
有
無

に
限
ら
ず
、
ぜ
ひ
検
査
を
お
受
け

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

■
康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１
㈹

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

駐
車
場
あ
り

　

近
年
、
白
内
障
手
術
は
高
度
に

進
歩
し
ま
し
た
。
同
院
で
は
１
泊

２
日
の
入
院
に
よ
る
白
内
障
手
術

が
可
能
で
、
手
術
は
20
分
程
度
で

す
み
、
目
の
周
り
の
清
潔
を
保
持

し
な
が
ら
翌
日
か
ら
日
常
生
活
が

送
れ
ま
す
。※
症
例
で
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

眼
科
科
長
の
金
田
医
師
は
、「
目

の
疾
患
は
、
症
状
が
徐
々
に
進
行

す
る
の
で
、
ご
本
人
が
気
付
か
な

い
で
い
る
方
は
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
白
内
障
手
術
は
、
70
歳

前
後
で
は
回
復
が
早
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
術
後
に
生
活
の
質
が
向

上
し
た
こ
と
を
実
感
さ
れ
た
患

者
さ
ま
の
中
に
は
、『
80
代
よ
り

も
も
っ
と
早
く
受
け
れ
ば
よ
か
っ

た
』と
お
話
し
さ
れ
る
方
が
少
な

　

眼
科
疾
患
は
、
高
血
圧
症
や
糖

尿
病
な
ど
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
背
景
か
ら
、
磯
子
区
に

あ
る
康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、

地
域
の
内
科
医
師
と
の
連
携
を
図

り
、
近
隣
住
民
に
対
す
る
よ
り
良

い
治
療
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

横
浜
市
大
と
連
携

　

同
院
で
は
、
白
内
障
手
術
な
ど

に
重
点
を
置
き
、
横
浜
市
立
大
学

の
眼
科
学
教
室
と
連
携
し
た
治
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
眼
科
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
に
受
診
で
き
ま
す
。
医
学
博
士
の
金
田
医
師
を

中
心
に
、
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

内
障
手
術
は
、
国
内
で
年
間
約

１
６
０
万
件
も
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
（
日
本
眼
科
医
会
資
料
よ
り
）。

　

緑
内
障
は
、
視
神
経
が
障
害
さ

れ
、
視
野
が
欠
け
て
見
え
る
病
気

で
す
。
眼
圧
の
上
昇
が
要
因
の
一

つ
で
あ
り
、
失
明
の
原
因
疾
患
に

も
な
り
、
70
歳
以
上
で
は
10
人
に

１
人
の
割
合
で
罹
患
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
日
本
緑

内
障
学
会
資
料
よ
り
）。

　

し
か
し
最
近
で
は
治
療
の
選
択

肢
が
広
が
り
、
早
期
か
ら
の
適
切

な
治
療
に
よ
っ
て
日
常
生
活
に
支

障
が
な
い
視
野
を
保
つ
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
見

え
に
く
い
」
と
感
じ
た
時
に
は
す

で
に
病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
、
40
歳
を
過
ぎ
た
ら

定
期
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

視
力
は
回
復
で
き
る

　

白
内
障
は
、
目
の
中
の
「
水
晶

体
」
が
白
く
濁
り
、
視
力
が
低
下

し
ま
す
。
多
く
は
加
齢
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
糖
尿
病
や
ア
ト
ピ
ー

な
ど
も
原
因
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
60
歳
を
過

ぎ
た
頃
に
は
、
８
割

に
そ
の
症
状
が
み
ら

れ
る
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
視
力
を
回
復

さ
せ
る
た
め
に
は
手

術
が
必
要
で
す
。
白

　

目
の
病
気
の
リ
ス
ク
は
、
40
歳

を
過
ぎ
る
と
高
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
「
白
内
障
」「
緑

内
障
」
は
、
年
を
重
ね
る
こ
と
に

よ
っ
て
発
症
す
る
、
高
齢
者
に
多

い
眼
科
疾
患
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

康心会汐見台病院
眼科 科長

金田 英蘭 医師

角膜
メス

水晶体

虹彩

眼内レンズ
人工レンズを挿入

水晶体を
超音波で砕き吸引

メスで切開

白内障手術のイメージ白内障手術のイメージ
3



サイトから
事前申込みを

WEB参加

電話予約20名まで

ふれあい鶴見ホスピタル
１階 会議室

会場参加

会場ココ

新子安駅
京急線

池
谷
戸

JR

1
会場（病院）行き
無料バス
乗り場

公園

首
都
高
速

★

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045ｰ586ｰ1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　寒い日々が続き、外に出る機会が少なく
なっていませんか？このような状態が続くと
体がなまってしまいます。冬場に低下した
体力を取り戻すための体づくりについて、
当院の理学療法士が体操を通して効果的
な方法をお伝えします。

～冬場に低下した体力を取り戻そう！～冬の体の健康づくり！！
会場またはWEB（事前予約制）参加方法

2月19日（木）13:00～14:00日 時 講 

師
理学療法士太田 楓

リハビリテーション科
ふれあい鶴見ホスピタル

医学講座 どなたも参加無料

■ JR関内駅
　 南口徒歩３分
■ 伊勢佐木長者町駅
　 ２番出口徒歩３分

最寄駅

ふれあい横浜ホスピタル
２階 会議室

会 

場

事前予約で参加が可能（電話受付）

大通り公園

横浜
スタジアム

関内駅

地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

南
口

会場
ココ

ふれあい横浜ホスピタル
☎045ｰ681ｰ5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　「生活習慣病」とは、高血圧や肥満、糖
尿病などのさまざまな疾患や状態を指しま
す。これらは、日頃からバランスのとれた食
事や適切な運動、禁煙を実践することで改
善されます。当院の管理栄養士が、正しい
食生活のポイントをお話しします。

～毎日の食生活と健康のために～生活習慣病と食事
事前予約で会場にて無料聴講参加方法

2月25日（水）14:00から日 時 講 

師
管理栄養士山根 慶子

栄養科
ふれあい横浜ホスピタル

医学講座 １５名無料・予約順

週２日から可♪
経験によって
常勤登用も

ユニフォーム貸与
医療費の補助
交通費支給あり

多種にわたる
専門病棟での
勤務は実力に！

子育て
ママさん
OK

堅実な
医療の
職場 キャリア

を積む

康心会汐見台病院
磯子区汐見台1-６-５

（担当／総務課）
045-761-3581

看護補助者を募集

▲詳細・ご応募は
　こちらからも

経験・保有資格に応じて優遇
時給1,300円～

一般病棟、回復期リハビリ病棟、障害者病棟、
産婦人科病棟などの専門病棟をもち、
急性期～回復期～慢性期の幅広い医療を実現した
ケアミックス型の総合病院です。 　

勤務：磯子区,戸塚区,中区などの医療施設または学校での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！

パート
時給1225円

常 勤
要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

血管は体中にある

血流正常化の意識を
高血圧は負担をかけ続けている

ふれあい鶴見ホスピタル

総合的な脳神経医療
専門外来から健診、後遺症リハビリも

忘
れ
に
関
わ
る
検
査
や
診
察
を
、

脳
神
経
外
科
医
が
専
門
的
に
行
な

う
【
物
忘
れ
専
門
外
来
】
が
あ
り

ま
す
。
神
経
内
科
医
が
担
当
す
る

【
頭
痛
専
門
外
来
】
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
脳
神
経
の
分
野
の
健
康

診
断
【
脳
ド
ッ
ク
】
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
当
院
で
は
患
者
さ
ま
の

ご
希
望
に
合
わ
せ
て
３
つ
の
コ
ー

ス
を
用
意
し
、
脳
神
経
外
科
医
が

読
影
診
断
し
て
い
ま
す
。
脳
卒
中

の
予
防
に
有
用
な
医
療
の
一
つ
で

す
。

　

そ
し
て
当
院
は
、『
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
』
が
あ

り
ま
す
の
で
、
脳
卒
中
の
後
遺
症

や
大
腿
骨
頸
部
骨
折
の
手
術
後
な

ど
に
、
脳
・
神
経
分
野
の
医
師
や

リ
ハ
ビ
リ
療
法
士
が
、
専
門
的
で

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
３
６
５
日
に
わ
た
っ
て
提
供
で

き
る
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。

　

脳
や
神
経
に
関
す
る
お
悩
み
・

不
安
、
ま
た
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
」。　

  〈
取
材
協
力
〉

■
ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
㈹

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

　

︱
︱
︱ 

脳
神
経
外
科
の
外
来

診
察
で
は
、
ど
の
よ
う
な
症
状
を

主
に
診
て
い
る
の
で
す
か
？

　
（
土
屋
医
師
）「
脳
神
経
外
科
の

外
来
で
は
、
頭
部
外
傷
／
嘔お
う
き気
・

嘔お
う
と吐
／
け
い
れ
ん
発
作
／
め
ま
い

等
の
診
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

︱
︱
︱ 

神
経
内
科
で
扱
っ
て

い
る
症
状
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
馬
場
医
師
）「
神
経
内
科
で
は
、

頭
痛
／
判
断
力
の
低
下
／
体
の
異

常
な
運
動
／
歩
行
障
害
／
筋
力
の

低
下
や
ま
ひ
／
ろ
れ
つ
障
害
／
感

覚
障
害
（
し
び
れ
）
等
の
症
状
を

専
門
的
に
担
当
し
て
い
ま
す
」。

　

︱
︱
︱ 

そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
科

が
も
つ
専
門
外
来
も
あ
る
と
聞
き

ま
し
た
が
？

　
（
石
井
副
院
長
）「
は
い
。
も
の

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

は
、
脳
や
神
経
、
そ
れ
に
関
わ
る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
強

み
を
も
つ
地
域
病
院
で
す
。
同
院

の
医
師
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

な
っ
て
い
る
部
屋
と
、
冷
え
切
っ

た
寒
い
部
屋
、
ま
た
は
屋
外
と
の

寒
暖
差
が
激
し
い
こ
と
が
多
く
、

血
圧
を
上
昇
さ
せ
や
す
い
環
境
で

す
。
自
分
の
体
を
び
っ
く
り
さ
せ

な
い
よ
う
に
、
防
寒
対
策
を
し
っ

か
り
行
な
う
こ
と
や
、
部
屋
の
温

度
差
を
小
さ
く
す
る
こ
と
な
ど
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
寒
い
か
ら
と

い
っ
て
、
急
い
で
冷
え
て
い
る
浴

室
に
駆
け
込
み
急
に
熱
い
湯
船
に

入
る
よ
う
な
こ
と
は
、
血
管
に
負

担
を
か
け
る
危
険
な
行
為
で
す
。

膜
下
出
血
」
な
ど
の
リ
ス
ク
を
高

め
ま
す
。

　

冷
た
い
空
気
に
刺
激
さ
れ
る
と

血
管
は
収
縮
し
、
血
管
に
圧
力
が

か
か
り
ま
す
。
そ
れ
が
高
い
血
圧

を
引
き
起
こ
し
（
高
血
圧
）、
こ

の
通
常
で
は
な
い
状
態
が
続
く

と
、
血
管
が
ボ
ロ
ボ
ロ
（
動
脈
硬

化
な
ど
）
で
あ
っ
た
り
す
る
と
突

然
、
血
管
が
破
れ
た
り
、
血
管
内

の
こ
ぶ
が
破
裂
し
や
す
く
な
り
ま

す
。脳
の
中
で
出
血
が
起
こ
る
と
、

突
然
の
激
し
い
頭
痛
が
起
こ
り
、

嘔
吐
、
意
識
の
喪
失
、
手
足
の
ま

ひ
な
ど
が
現
れ
ま
す
。
す
ぐ
に
病

院
に
行
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
状

態
で
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
危
険

　

冬
の
季
節
は
、
暖
房
で
暖
か
く

　

寒
い
日
が
続
く
と
、
血
管
は
収

縮
し
て
血
圧
を
上
昇
さ
せ
や
す
く

し
ま
す
。
血
管
は
体
中
に
あ
る
た

め
、
こ
の
よ
う
な
負
担
は
、
心
臓

の
血
管
で
は
「
心
筋
梗
塞
」
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
、
脳
の

血
管
で
は
「
脳
出
血
」
や
「
く
も

石井 映幸 副院長
物忘れ外来・脳ドック 脳神経外科 

（脳神経外科） （神経内科） 

頭痛専門外来 
土屋 喜照 医師 馬場 泰尚 医師

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717
横浜市鶴見区東寺尾４‒４‒22

脳・神経系の担当医

各
診
察
の
詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら

背
骨
や
腰
の
痛
み

見
え
な
い
組
織
が
原
因
で
あ
る
こ
と
も

整
形
外
科
で
扱
う
の
は
骨
や
筋
肉
だ
け
で
は
な
い

　
　
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
整
形
外
科

    

諦
め
か
け
た
腰
痛
も
、一
度
当
院
で
相
談
を
！

殿
皮
神
経
の
絞
扼
に
よ
る
痛
み
を
担
当
　
青
田
洋
一 
医
師

呼
ば
れ
る
超
音
波
映
像
を
見
な
が

ら
神
経
を
剥
離
す
る
処
置
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
注
射

よ
り
も
有
効
と
な
る
症
例
が
増
え

て
き
ま
し
た
」

陰
部
神
経
の
治
療
も
開
始

　
「
ま
た
、
陰
部
神
経
の
痛
み
に

つ
い
て
の
治
療
も
開
始
し
ま
し

た
。
肛
門
の
脇
や
陰
部
の
痛
み
の

原
因
と
な
る
も
の
で
す
。
ブ
ロ
ッ

ク
注
射
を
実
施
し
、
効
か
な
い
場

合
に
は
手
術
を
行
な
い
ま
す
。

　

腰
か
ら
お
尻
辺
り
の
症
状
で
お

困
り
の
方
は
、お
電
話
予
約
の
上
、

私
の
外
来
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

予
約
電
話
／
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス

ピ
タ
ル
☎
０
４
５・６
８
１・５
１

０
１（
JR
関
内
駅
南
口
徒
歩
３
分
）

少
な
く
、
国
内
で
は
全
く
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
近

年
、
こ
の
疾
患
の
存
在
が
徐
々
に

認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
疾
患
で
は
、
時
に
歩
け
な

い
、
ま
た
は
座
っ
て
い
ら
れ
な
い

と
い
う
重
症
例
も
存
在
し
ま
す
。

大
半
は
手
術
の
必
要
が
な
く
、
ブ

ロ
ッ
ク
注
射
を
繰
り
返
す
こ
と
が

有
効
で
す
。
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

痛
み
を
感
じ
る
神
経
の
働
き
を
一

時
的
に
遮
断
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
治
療
で
す
。

最
近
で
は
、h ハ
イ
ド
ロ
ダ
イ
セ
ク
シ
ョ
ン

ydrodissection

と

　

脊
椎
な
ど
を
専
門
と
す
る
青
田

医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
私
は
整
形
外
科
医
で
す
が
、

脊
椎
の
ほ
か
、
特
に
骨
盤
を
走
る

末
梢
神
経
由
来
の
痛
み
を
長
ら
く

研
究
し
て
き
ま
し
た
。
研
究
を
始

め
た
２
０
０
５
年
当
初
は
、『
上

殿
皮
神
経
の
絞こ
う
や
く扼
（
締
め
付
け
）』

に
つ
い
て
、
海
外
で
も
報
告
例
が

　

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
整
形
外
科
で
は
、

「
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
試
し
た
が
治
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
腰
痛
で
も
、
診
察
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

　

背
骨
の
中
を
走
っ
て
い
る
神
経

の
通
り
道
が
、
狭
く
な
っ
て
い
る

状
態
。
骨
盤
周
囲
の
抹
消
神
経
が

圧
迫
さ
れ
る
と
、
脚
の
し
び
れ
だ

け
で
な
く
、
複
雑
な
症
状
を
生
じ

る
よ
う
に
な
る
。

根
本
治
療
を
考
え
る

　

こ
の
よ
う
に
、
整
形
外
科
で
は

骨
折
や
筋
肉
の
損
傷
だ
け
で
な

く
、
神
経
が
関
係
し
て
い
る
症
状

も
多
く
扱
っ
て
い
ま
す
。
特
に
腰

か
ら
お
尻
辺
り
の
痛
み
や
し
び
れ

で
は
、
外
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
複

雑
な
か
た
ち
を
し
て
い
る
神
経
が
、

締
め
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
＝
上
図（
上・中
殿
皮
神
経

ま
た
は
陰
部
神
経
の
絞こ
う
や
く扼（

締
め

付
け
）に
よ
る
痛
み
が
出
る
部
分
）。

も
含
ま
れ
ま
す
。

　

脊
椎（
背
骨
）の
疾
患
に
は
、「
腰

椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
」
や
「
腰
部

脊
柱
管
狭
窄
症
」
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

▽
腰
椎
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

　

背
骨
の
骨
の
間
に

あ
る
椎
間
板
（
ク
ッ

シ
ョ
ン
機
能
を
果
た

し
て
い
る
組
織
）
が
変

形
し
、
近
く
の
神
経
を

圧
迫
す
る
よ
う
に
飛

び
出
し
て
、
痛
み
や
し

び
れ
を
引
き
起
こ
す

疾
患
。

　

整
形
外
科
は
、
体
幹
と
四
肢
の

病
気
を
専
門
的
に
診
る
診
療
科
で

あ
り
、
各
部
位
の
機
能
の
回
復
を

目
指
し
て
治
療
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
主
な
対
象
は
、脊
椎
や
関
節
、

筋
肉
、
手
足
の
骨
の
ほ
か
、
神
経

　

整
形
外
科
で
は
、
骨
、
関
節
、
筋
肉
だ
け
で
な
く
、

外
観
か
ら
は
わ
か
ら
な
い
、
骨
の
中
を
通
っ
て
い
る

よ
う
な
神
経
の
問
題
も
診
察
対
象
に
な
り
ま
す
。

殿
部（
お
し
り
）

神経が関係する
お尻部分の痛み

ふれあい横浜ホスピタルの
青田医師による直筆イラスト

上・中殿皮神経、陰部神経
の絞扼による痛みが出る部分

ふれあい横浜ホスピタル
整形外科

青田 洋一 医師
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